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7月22日、 全教本部から中村尚史全

教中央執行委員長、土方功中央執行副

委員長らが、西日本豪雨の被災地、広

島を訪問し、全教広島へ中村委員長か

らお見舞いを渡しました。その後、広島

県災対連のボランティアに全教広島のみ

なさんとともに参加しました。坂町小屋浦

地区で、3軒のお宅に流入した大量の土

砂を搬出する作業を行いました。 

 

日本原水協には、国内外から西日本豪雨災害の被災地へのお見舞いやカンパが続々と届いていま

す。中でも、世界大会の開催地である広島への連帯と励ましのメッセージには、核兵器禁止条約の発効、
核兵器廃絶に向けて重要な役割を果たすことが期待される 2018 年世界大会への強い期待が込められて
います。 

豪雨被災地広島を励まし、 
原水爆禁止世界大会の成功を 

 

 

全 教 

●全教本部からボランティアに 

●東日本大震災の東北6県から、連帯メッセージ！ 
 

☆被災地にも希望を届けられる大会に☆  石堂祐子（福島県原水協事務局長） 

このたびの西日本豪雨災害で亡くなられた方々へのご冥福をお祈りいたします。また被害に遭われた

方々が 1日も早く元どおりの暮らしが取り戻せるよう願っています。 

7 年前、福島も大変な被害を受け、その年の世界大会への参加が心配されましたが、全国の方々から

の励ましもあり、前回を上回る人数が参加。国や東電への怒り、福島の現状を伝えようとの思いがあふ

れ、一人ひとりの底力を感じました。今年の世界大会は、核兵器のない世界への展望をさらに切り開き、

被災地にも希望を届けられる、そんな大会にしたいです。 

☆震災後、初めての代表が参加します☆  小笠原和子（岩手県原水協事務局長） 

突然の大災害に見舞われたみなさまに心からお見舞い申し上げます。 

岩手でも2011年3・11で自然の猛威になすすべもなく一瞬にして街が破壊されてしまいましたが、全国

からの励ましが何よりの力になることも経験しました。大会成功のためにひとりでも多くの代表が参加する

ことで力になりたいと思います。岩手民医連・医療生協は 8名の代表が決まり、20 日に学習会を行いま

す。民医連 8名は過去最高です。3・11 被災地の大船渡市役所職員組合の代表も決定しました。陸前高

田市職労からは被災後、初めて代表が参加します。3･11 被災直後の 4月に陸前高田市役所に就職し、

復興の困難さを、身をもって知っている沿岸の自治体の代表が参加することが決まり励まされています。

簡単にあきらめずに頑張ろうと決意しています。 

★福島・岩手からの連帯メッセージを紹介します 



 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

世界大会の代表枠（１名）で高校生を出そうと取り組んできた登別原水協。その中でもうひとり友達

も行きたい！と希望がありました。代表を出すための資金をどうするか考えていたところ、同じブロック

の室蘭原水協から今年は参加できないということで、かわりに募金を集めて支えるという嬉しい決断

をしてくれました。 

代表を締切り、座席が満席というときに、９５年から町が世界大会に若い人を派遣する取組みを続

けている釧路町から急遽、高校生の参加が決定。世界大会の意義を理解している旅行会社が知恵

を出し、添乗員の分の座席をその高校生に提供。添乗員さんは別の便で追っかけていくという方法

で乗り切りました。現在北海道は 142 名のうち高校生が 12 名、学生が 5名です。代表締切後に１０

名以上増やして頑張っています。18 歳選挙権が行使されているなかで、主権者として世界の動きを

肌でとらえることができる世界大会の参加はとても重要です。全国のなかまと出会えることを楽しみに

しています。 

【当面の行動】 

8月、9月の「19日行動」です！ 

・8 月 19 日（日）16：00～17：00 衆議院第 2議員会館前～参議院議員会館前 

・9 月 19 日（水）18：30～「戦争法強行から 3年 怒りの 19 日行動」   

東京では日比谷野外音楽堂で集会があり、終了後、銀座パレードがあります。 

あきらめないで。 
高校生、学生の
熱い思いを大会
へ！ 

 

現在、高知県の代表 28名ですが、半分以上が 10代、20代、30代前半の青年・学生です。若い

世代の教職員も参加します。 

民青同盟からの呼びかけで 6月に実行委員会をつくり、“学んで、行動を”基本にして世界大会

の代表を募ってきました。今回は昨年参加した学生がとても楽しかったとリピーターになり、実行委

員会の中心を担ってくれ、毎週の実行委員会で世界大会のパンフレットを１ページずつ読み合わ

せて学習。わからない言葉が多いため、世界大会経験者が説明したり、事前に調べたりを繰り返し

ながら進めてきました。実行委員会としてアーケー ドで宣伝を計画したり、民青の班でも署名行動

をしています。 

実行委員会ではさらに若い世代が一人でも参加できように声をかけています。 
 

  
 

【高知】大会代表半数以
上が 10 代～30 代前半 
毎週の実行委員会で
のパンフの学習を力
に大会へ 

【北海道】「主権者となる 18 歳を送りたい」の気持ちに  
応え、ブロックで協力して高校生代表を派遣 

建交労全国青年部  反核トラック 
キャラバン隊 今朝広島へ出発！ 

（日本原水協活動交流ニュース 7 月 25 日発行より） 


